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.………お か け に な る 前

7つの音をおぽえてくださぃ

① 受話器をあげたとき一一―一―……

② “0''をダイヤルしたとき 一―……

① 専用線発信したとき ―一一一一……

④ 相手番号をダイヤルしたとき―一一

③ 相手が話中のとき

通話中
“フック"

⑥ 押したとき

ツプツ ー ーー ・ ッッッ _

功レ,")ル ー ・ ッ,レル,ル ー ーー

(第一発信音)

(第二発信音)

(専用線発信音)

(呼出音)

(話中音)

(特殊発信音)

ア ー ーー ・プ

ボタンを ―一…… ツジツツツツッッッッッッッッッッ

① 特 殊サービスを

セット、リセッ卜したとき
(登録送出音)

※ユ ダ イヤルはつづけて押して下さい。ダイャル途中で間をおきますとつながらなかった
間違い電話となったりすることがあります。

※2 通 話中の局線 ・内線をほかの内線に転送する場合は、フッキング後、特殊発信音を確認
してか らダイヤル してください。

※ 3 局 線 ・内緑着信音識別

電話がかかってきたときは、それが局線からの着信か内線からの着信かを電話機のベル
の鳴り方を変えて、応答する人に前もってどちらの電話であるかしらせます。
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名 古 屋 大 学 ヤ ' ル 署野ギ計言十雇軍

レ ハ じ レ サ  ー ー ヒ ゴ ス  機  能 備  考

ユ 特 殊 番 号    (2桁 または3桁 ) 下 記 参 照

2 内 線 番 号   ( 4 桁)

3 内 線 番 号    〃

4 内 線 番 号    〃

5 内 線 番 号    〃

6 |マ“|きじ

7 ノ

8 専用線、交換手発信  (学 術情報、病院) 下 記 参 照

9 専 用 線 発 信    (行 政網)

O 局 線 発 信    ( N C C )

*

幸 データ内線番号    (5桁 ) 祥 + X X x x

レベル サ ー ビ ス 機 能

10 代理応答   (ユ ールと
°
ックアッメ)

1 1 保  留

1 2 固定短縮ダイヤル   (発 信)

1 3

1 4

1 5

1 6

■ 7

1 8

1 9

レベル |  サ
ー ビ ス 機 能

8 1  1 鶴 舞

8 2  1 大 幸

88 1学 術情報網

東大   83+731+承 **承

83 や 761 + **辛*

1大阪大  83+762ヤ **承*

| センター     83 + 承**承

88 1交 換手呼出(オヘ
・
レータコール)

つ

乙



一 基 本 , 偏 一 |

■ _  か け る 場 合

局線へかけるとき

①受話器をあげて
(内線の発信音を聞く)
“
0"を ダイヤル。
(外線の発信音を聞く)

内線へかけるとき

②ついで、相手番号を
ダイヤル。

(呼出音を聞く)

|     |
→
1 応
答
|

③相手が応答した
接続状態
通話できます。

→
1 応
答
|

③相手が応答した
接続状態
通話できます。

①相手が応答したら
接続状態
通話できます。

①受話器をあげて
内線の発信音を聞く。

専用線へかけるとき

②ついで、相手番号を
ダイヤル。
(呼出音を聞く)

①受話器をあげて
“
8*''又 は

“
9ル を

ダイヤル。
(専用線の発信音を聞く)

固定短縮でかけるとき

受話器をあげます。

“
1 2 ' ' 十* *

②ついで、相手番号を
ダイヤル。

(呼出音を聞く)

をダイヤルします。

1 .

2.

０
じ



2 _ 受 け る 場 合

外線 ・内緑よりかかってきた場合

通話中の外線 ・内線を他の内線へ

転送する時

ダイヤルイン着信時(リンリン・リンリン)

内線着信時(リーン・リーン)と電話機が

鳴ります。

鳴っている電話機の受話器を上げ
れば通話できます。

・フックボタンをおしてから ｀

(特殊発信音確認後)

相手先内線番号をダイヤルします

転送相手に転送する旨を

伝え受話器をおろして下

さい。

転送相手と保留相手の

通話になります。

|             _ _ _ _ _   _ _                              i

一中中中‐‐↓　［巾】中‐‐↓　一中中中

(相手がでない場合) (相手がでた場合)

|
|

1 応 答 |

甲
|
|

4 ‐

フックボタンを押して

ください。

元の保留相手との通話に

戻ります。



ア ナ 11グ 電 話 機 の 使 い 方

≪ 保 留 ≫

①通話中より 保  留  ボ タン又は、 フック + “ 11''を ダイヤルします。
②通話相手には保留者が流れます。

③受話器は電話機より外して置いておきます。

④保留を解除する場合は、一度、受話器を電話機本体に戻すと呼び返しがきますので、
受話器をもう一度上げてもらうと、通話状態に戻ります。

≪ 固 定 短 縮 ≫

①受話器を上げ 短  縮  ボ タン又は
“12"を ダイヤルします。

②つづけて、Oo～ 99の 内、かけたい相手番号をダイヤルします。

≪ 代 埋 応 !答≫

①受話器を上げ [ド理応答 |ボ タン又は、 “ 10ル をダイヤルします。

②代理応答でとった着信呼と通話状態になります。

≪ 転  送 ≫

①通話中よリ フ ック ボ タンを押します。

②特殊発信音を確認後、転送したい内線番号をダイヤルします。

* フ ック ボ タンが無い電話機での転送。

①通話中より、電話機本体の受話器を置く所にある、フックスイッチを軽く一回、
“ポン"と 押してもらいます。

②特殊発信音を確認後、転送したい内線番号をダイヤルします。

※ 保 留 雁 田 歴 理応ヨ 臣 ッ刃  ボ タンが有効な電話機は、

Dt e r m 2 5シ リーズのA, Bタ イプのみです。

Ｅ
Ｕ



一 す ジ 多7ル 多 機 能 電 話 機 の 使 しヽ方

―

基 本 i 編

一

Dterm65 外 観図 ≪ か け フケ≫

フ ックポタン

特殊ポタン

会臣ポタン

① 発 信 または|モニ夏ヨボタンを押して``0''をダイヤルします。
② ついで相手番号をダイヤルします。

内線への発信

＼ 発信 fタ ン

① 発  信  ま たは L主ニタ |ボタンを押して
相手番号をダイヤルします。

※ 今 回、 発 信  璽 ボタンの
機能は同じです。

≪ う け 方 ≫

マイライン (自内線番号)へ の着信時

マイラインに着信 (内線呼、ダイヤルイン)し た場合、呼出音とともに16番 のマイライ
ンボタンが緑色で点減しますので、受話器を上げてもらえば相手とつながります。

マルチライン (可変機能ボタン)へ の着信時

可変機能ボタンに設定されているマルチラインに着信があった場合、着信マルチライン
ボタンが赤色で点減しますので、受話器を上げて赤色で点減しているマルチボタンを押
してもらえば、相手とつながります。この時、マルチラインボタンは緑色の点滅に変わ
ります。

≪ 保  留 ≫
通話中の局線 ・内線を保留する場合は、下段にある 保  留  ボ タンを押します。
この時通話中であったボタンは緑色の点減に変わります。再度応答する場合は、点滅中
のボタンを押せば通話に戻ります。

≪ 転  送 ≫
①通話中の呼 (局線 ・内線など)を 他の内線へ転送する場合、 フ ック ボ タンを押し
転送先の内線番号をダイヤルします。この時通話中の呼は保留音を聞きます。
②転送先の内線が話中や、応答しない場合は フ ック ボ タンをもう一度押すと保留中
の呼との通話に戻ります。

局線への発信

②
Ｏ
⑥
⑥

Ｏ
④
②
Ｏ

①
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

】リューム

再/想 ポタン



十
~

一

応 用  編  一

≪ 不 在 転 送 ≫

不在転送が設定してあるデジタル内線に着信があった場合、あらかじめ設定されている
内線電話機へ自動的に着信呼を転送します。

【設定方法】

B曜昆言吾登爵夕うと曇廼遅土書二首子零茎還遥翼ボタンを押します。
この時、上段の表示窓に

“
テンソウ''と表示されます。

③ 転 送先の内線番号をダイヤルすると、上段表示窓に
“
テンソウセット

''と
表示され

ます。この時、 不 在転送 ボ タンは赤色の点灯になり設定完了となります。

【解除方法】

受話器を上げ、赤色に点灯している 1不在転送 |ボタンを押すと上段表示部に
“
テンソウリセット"表示しボタンのランプは消灯し解除完了となります。

≪ 会  議 ≫

① 局 線または内線と通話中から|フック|ボタンを押し、加えたい人の内線番号をダ
ヤルします。

② 加 えたい人との通話中時に 1会 議 |ボタンを押します。

③ 局 線又は内線十加えたい人十自身の3者通話になります。

≪ 固 定 短 縮 発 信 ≫

① モニタ または1発 橋司ボタンを押します。
② 可 変機能ボタンに設置されている 1固定短縮 |ボタンを押します。

③ 00～ 99の 内、かけたい所をダイヤルします。

≪ 再 ダ イ ヤ ル ≫

1 再/短  ! タンを押した後、 “帯
ルで最後にかけた相手に再ダイヤル発信します。

≪ 受 話 音 号 ≫

通話中より▲▼のボタンで、受話音量を調整します。

≪ 着 イ言 ベ ル ボ リ ュ ー ト' 評ヽ野ヨ整 ≫
他内線電話機よリデジタル多機能電話機を呼出、▼▲のボタンで調整します。

≪ 表 示 窓 調 整 ≫

空状態より、▼ (濃→淡) ▲ (淡→濃)

‐ ′ ‐



~ デ
ジタル多機能電話機のワンタッチポタンの登録方法

≪ 書  録 ≫

①特殊ボタンを押します。        特  殊 ボタン

↓

②ワンタッチボタンを押します。    |ヮ ンルチ |ボ タン

↓

③登録したいダイヤルを押します。   例 :内線 2～ 5XXX

:局線  0+XXXX

④特殊ボタンを押します。

⑤表示窓に
“
SPDセ ット

ル
と表示され登録完了です。

【留守番機能を要望されたデジタル多機能電話機】

・留守番機能 (たっち録)を利用されるデジタル多機能電話機は、ワンタッチ
ボタンに“たっち録"ア クセス番号を登録されると便利になります。

メールボックスアクセス番号は、新規内線番号により異なります。

名古屋大学新規内線番号 たっち録アクセス番号

2000～ 3499番 8 7 0 0

8500～ 5999番 8 7 ■ O

上表のアクセス番号を、各デジタル多機能電話機のワンタッチボタンに登録願います。

‐8‐
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